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No.75 　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しな

がら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし
協力隊」。市で活動する 7 人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市商工・ブランド振興課（☎77・8762）市水産振興課（☎
77・8752）

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

店頭にずらりと並んだ柳川特産品

はかた伝統工芸館
「秋の感謝祭」で柳川をPR
　11 月 5 日から 10 日まで、福岡市博多区の櫛田
神社の隣にある「はかた伝統工芸館」の秋の感謝
祭に出展しました。店内の物販に加え、週末の 7
日と 8 日には、店頭で柳川ブランド認定品をはじ
めとする特産品のマルシェも開催しました。
　はかた伝統工芸館では、毎年この時期に「秋ま
つり」という、福岡の伝統工芸品の制作体験がで
きる人気イベントを開催していましたが、今年は
コロナ禍のため、内容の見直しを余儀なくされま
した。その結果、新しく企画された「秋の感謝祭」は、
新型コロナウイルスの感染を拡大させないよう
に、ワークショップの人数を減らすなどの工夫が
随所に見られる、素晴らしいイベントでした。チ
ーム柳川にとっては、本年度参加する初のイベン
ト。人出は、昨年よりもかなり少なく残念でした
が、それよりも、久しぶりにお客様と直接お話で
きたうれしさが勝り、楽しく充実した2日間でした。
今後も、さまざまな方法を模索しながら、柳川の
魅力や柳川ブランドの PR に努めていきます。

　市と中村学園大学は、食に関する連携協定を結
んで共同の取り組みを進めています。やながわ食
の学校では、三堂学校長と飲食店などが、コロナ
禍でどのように柳川の食を盛り上げていくかにつ
いて協議し、取り組んでいます。
　そうした中、11 月８日に「ドライブスルーふく
おか in 中村学園」が開催され、市も参加しました。
これまで開催していた中村学園ファーマーズマー
ケットに替わり、新型コロナウイルス感染症対策の
ため、接触を最小限に抑えるドライブスルー形式で
販売を行うという新たな試みです。福岡県産品を
使って学生が考案したお弁当やスイーツ、特産品の
詰め合わせなどを販売。市からは柳川産の焼き海苔
や海苔の佃煮などを出品しました。この売り上げの
一部は、医療の最前線にいる医療従事者にお弁当を
届けるといった取り組みに使われました。
　新しい生活様式に対応しながらどういった取り
組みができるのか、私自身ももっと考えていきた
いです。

ドライブスルーで販売する学生

中村学園大学で海苔を
ドライブスルー販売

齊藤 千絵（33歳）

【プロフィル】市水産振興課に所属。食と人
材づくりのコーディネーターを担当

堤 圭（53歳）

【プロフィル】市商工・ブランド振興課に所
属。柳川特産品の販売・PR などを担当


